








  「 センス・ オブ・ ワンダー」 と は「 神秘さ や

不思議さ に目をみはる感性」 のこ と 。 誰も が

持つ「 豊かな心でいら れる魔法？」 です。

「 沈黙の春」 を書いたレ イ チェ ル・ カ ーソ ン氏

の言葉であり ， 著書のタ イ ト ルでも あり ます。

その子なり のペースで♪

子ども と 共感し あい

五感を つかっ て

と こ と こ の合い言葉

センス・ オブ・ ワンダー

と こ と こ メ モ
vol.103

    2024.11.13

主催： 東温市環境保全課新エ ネ 推進係
協力： NPO 法人  自然環境教育えこ と のは

東温市小さ な子ども のためのおさ んぽ会

と こ と こ ク ラ ブ

お散歩し まし ょ ♪

温州みかんの季節

文と 写真： 武智礼央

文と 切り 絵： 山口すみれ

森の ちいさ な おはなし

う ん　 し ゅう

みかんの産地はあっ たかい　

ご先祖はインド の生まれだと か

寒いと ころは苦手　

　 　 おひさ まのよく 照るお山が好き

みかんのおへそはたし かにおへそ

木はお母さ ん　 みかんはこども

白いすじ 通って栄養がいき　

　 　 つぶつぶにあまいジュースたっぷり

エルマーはぼう けんの途中 (※）

３ １ コのおみかんを　 リ ュッ ク に入れていっ たんだっけ

手でかんたんに皮がむけてよかった　

　 　 わたし も 遠足に持ってこう

味も 　 色も　 香り もよし

冷えこむ夜にはみかんの皮のおふろ　 入ろう かな

七味の「 陳皮」 っ てみかんの皮よ　

　 　 台所のシンク のおそう じ も し ちゃう ？

と  ちゅう

※『 エルマーのぼう けん』 ルース・ S・ ガネッ ト 作 わたなべし げお訳 福音館書店

ちん ぴ
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☆真冬の虫の見つけ方☆

茂みに古い傘を 差し 込み、 枝で上から
茂みを 叩いて落ちてき た虫を 受けます。

すき 間のある 木の皮を そ～っ と はがす
と 虫が見つかり ます。 と く にケヤキと

ト ウカ エデは皮がはがれやすいです。

隅っ こ に溜まっ た落ち葉の下は適度な
湿り 気で虫たちが隠れています。

木の枝や枯草の茎を じ ～っ と 眺めると 、
卵やまゆ、 し がみついている ゾウムシ

などが見つかるこ と があり ます。

虫たちは、 じ っ と 身を隠し て冬を 乗り 越えます。 葉の裏や木の皮のすき 間、 落ち葉の中…虫採り は彼ら と の知恵比べ。
木の幹や枝にピタ ッ と 止まっ ているだけの種類も いますが、 保護色なので見つかるかな？
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鳥はカ ラ スと ハト と スズメ く ら いなら わかると いう 人のための

♡ カ ワラ ヒ ワの見つけ方♡

ペリッ

ウスキホシテント ウ

エサキモンキツノ カ メ ムシ ヒ ゲジロハサミ ムシ

オオカ マキリ の卵し ょ う

イ ラ ガのまゆ

1.カワラヒワのネットの動画を探してみて
2.鳴き声耳にたたき込んでみて
3.なるべく地味な 服を着て
4.公園 散歩に行ってみて
5.高い木がおすすめ 田んぼもねらい目
6.耳を すまして きいてみて
7.  (チリリ チリリ チリリリリリ)×２

ほら

8.スズメくらいの大きさで
よぉっく⾒ると⻩⾊っぽい

9.木の枝の先でチリリリリ
冬なら群れできっといる

10.草の種とか食べる小鳥
   知れば⾒つかる 多い小鳥

ラッパーの気分で
うたって〜♪笑
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道ばたのホトケノザは、懐の深いホトケのおネエと呼ばれています。
「ハコベー、あんたってかわいい花ね」と、ちょっと野太い声で、ホトケノザ

はハコベに声をかけました。ハコベは今、ぽつぽつと花が咲き始めたところ。これ
からどんどん伸びてきます。

ハコベが照れて、ぼそっと言いました。「ネエさんの花ってよぉっく⾒ると複
雑だね」「あらやだ、そうよぅ！」ホトケノザが低い笑い声を響かせました。赤紫
の花は細⻑いつぼのフタが開いたような、ふしぎな形です。つぼの⼝の、小さな
点々もようがおしゃれなのです。

春先の陽ざしが、小さな草たちに降りそそぎます。
「ネエさん、オイラの花びら何枚だと思う？」「えっ？…10枚かしら」「ブー、

ちがいます」「やだー、ほんとぉ？」
すると、隣のカラスノエンドウが「ぼく知ってる。5枚でしょ」と話に入ってき

ました。「うそぉ！どう⾒ても10枚よぉ！」
ハコベの花びらは何枚でしょう。よぉっく⾒てちょうだいね。

ホトケのおネエとハコベー ~ホトケノザとハコベ~

① 黒色の地に紋がたく さ ん ② 橙色の地に紋がたく さ ん

④ 黒色の地に紋が2 つ③ 黒色の地に紋が4 つ

ナミ テン ト ウ（ 8 m m）
   

同じ 種類の中にいろ いろ な模様を
し たも のがいます。 大き く は上の
「 4 つのパタ ーン」 に分けるこ と
ができ ます。

ナナホシテント ウが草むら に多い
のに対し て、 ナミ テント ウは、 木
で見つかるこ と が多いです。

ナナホシテント ウ キイ ロテント ウ ダンダラ テント ウ

ナミ テント ウ以外も 探し てみまし ょ う

8 m m 幼虫 5 m m 6 m m


